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toyako......toyako......

広報とうやこでは、町HPや公式LINEなどへアクセス
できるQRコードを掲載しています。

※機種によって操作方法が異なります

　　カメラアプリや
QRコード読み取り
アプリを起動する

１

　　カメラをQRコ
ードに向ける
２

　　表示されたア
ドレスを押す
３

スマホデビュー応援！
ＱＲコードの読み取り方

右の読み取り手順を参考に
読み取ってみましょう！

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
）

読み取り手順

新
年
も
し
あ
わ
せ
に
―
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１月
2025年
（令和7年）

NO.226

とうやこ

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

今月の表紙

　年の瀬が迫った町内の神
社仏閣では、多くの人が年
末詣に訪れていました。一
年間の感謝と新年の抱負を
伝えるため、静かに手を合
わせていました。
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計 ………………………………7,920 人
世帯 …………………………4,754 世帯
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＜ 11 月 30 日現在＞

イベントカレンダー17

世界へ発信！２つのユネスコ遺産16

さわやかだより
糖尿病を予防しよう！

14

お知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

10

まちのわだい8

18 spotlight

東奔西走／町公式 LINE を友だち追加！

虻田神社に巨大絵馬を奉納する
伊藤陽子さん

ANA洞爺湖マラソン出場ランナー募集！
社会を明るくする標語

7

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.80

15

3 年頭挨拶

高齢者の1人暮らしなどの
事故防止のため情報提供を！
　最近全国的に、また当町においても、高齢　最近全国的に、また当町においても、高齢
者の 1 人暮らしによる孤独死など、痛ましい者の 1 人暮らしによる孤独死など、痛ましい
事故が続いています。事故が続いています。
　こうした事故を防ぐためにも、地域の方々　こうした事故を防ぐためにも、地域の方々
の協力による見守りやコミュニティが有効なの協力による見守りやコミュニティが有効な
手段の一つとなります。手段の一つとなります。
　高齢者の 1 人暮らしなどのお住まいで、何か　高齢者の 1 人暮らしなどのお住まいで、何か
異変に気付いた場合は、お声がけをしていただ異変に気付いた場合は、お声がけをしていただ
き、不審に思われた際は下記まで連絡願います。き、不審に思われた際は下記まで連絡願います。

こんな状況を見ませんか？こんな状況を見ませんか？
・新聞が数日分たまっている・新聞が数日分たまっている
・最近見かけない・最近見かけない
・１日中電気が点けっ放しの状態が続いている・１日中電気が点けっ放しの状態が続いている
・カーテンが数日間閉まったまま、あるいは・カーテンが数日間閉まったまま、あるいは
開いたままの状態が続いている開いたままの状態が続いている

■連絡先■連絡先　介護高齢課（☎ 74-3001）介護高齢課（☎ 74-3001）
　　　　　　　　　　地域包括支援センター（☎ 76-4822）地域包括支援センター（☎ 76-4822）

国勢調査は５年に一度、日本に住む全ての人と
世帯が対象となる統計調査です。「スキマ時間」
を活用して、ぜひ調査員にご協力ください！
【任命期間】
2025 年８～10 月ごろ（調査の実働期間は１
～２週間程度です）

【報酬】
１調査区当たり約４万円（金額は目安です。
担当する調査区数などによって異なります）
【応募条件】
①満 20 歳以上
②警察・税務・選挙に直接関係がない人
④暴力団およびその関係者ではない人
■問合せ 企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

令和７年国勢調査の
調査員を募集しています！

4 準備はお早めに！確定申告

6 省エネで冬を乗り越えよう！
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新年あけましておめでとうございます。
輝かしい新年を皆さまとお迎えできることを心

よりお慶び申し上げますとともに、日頃から町議会
に対しまして、深いご理解、ご指導ご協力を賜って
おりますこと議会を代表して厚くお礼申し上げます。
　昨年は、元旦に発災した石川県能登半島地震をは
じめ、宮崎県日向灘沖地震など、自然災害の猛威を
改めて感じた年であります。当町でも活火山の有珠
山を抱え、前回の噴火から 24 年が経過し、今後の噴
火災害の備えが急務であると考えております。町民
の皆さまのご協力をいただきながら、自助・共助・
公助の各々の役割に基づき、さらなる防災対策の構
築を進めていかなければならないと思っています。
　また、日本国内の社会情勢、生活環境は原油価格
の高騰、インフレによる食糧品価格等の高騰など、
特に地方での生活環境に大きな影響が生じておりま
す。
　このようなことから、当町におきましても物価高
騰に伴う生活支援対策をはじめ、観光・漁業・農業・
商工業の地域振興策について、引き続き町や関係機
関および関係団体と連携しながら、今後の事業効果
を検証し、必要な対策を講じなければならないと思
います。
　当議会におきましては、委員会の活発な活動、議
会の主導的な活動に取り組み、町民の皆さまの意思
を反映するよう努めてまいりますので、引き続きご
指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　本年が皆さま方にとってより良い年となりますよ
うにお祈り申し上げますと共に、皆さまのご健康と
ご多幸を心よりご祈念申し上げ、年頭のあいさつと
させていただきます。

あけましておめでとうございます。
町民の皆さまにおかれましては、幸多き新春

をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、日頃
より町政運営に関して多大なるご理解とご協力を賜
り、深く感謝申し上げます。
　昨年は、神奈川県箱根町と友好都市の絆で結ばれ
てから 60 年を迎えました。長く苦楽を共にして築
いた友誼は、両町の発展を約束するかけがえのない
ものです。先人が刻んだ交流の軌跡を次の 10 年に
つなげるため、新年も結束を深めていく所存です。
　また、縄文遺跡を抱える自治体の代表が集まる縄
文シティサミットが 15 年ぶりに町内で開催されま
した。遺跡を活用した全国のまちづくりに触れると
ともに、入江・高砂貝塚の特色を再認識する貴重な
機会を得ることができました。貝塚が今に伝える縄
文文化の魅力を後世に伝えるべく、今後も知恵を
絞ってまいります。
　さて、昨年は元旦に石川県能登半島地震が発災し、
年明けから地震大国である我が国特有のリスクを思
い知らされました。甚大な被害を受けた被災地は今
なお復旧・復興の途上にあり、能登に暮らす多くの
方々が苦しい生活を強いられています。
　町では今年、火山砂防フォーラムを開催し、噴火
災害の対策を考えます。当町と同じく、火山と共生
する全国の自治体の知見を学び、より強力な防災体
制の構築のために研鑚を重ね、町民の皆さまの安心・
安全を守り抜く決意です。
　2025 年が皆さまにとって素晴らしい年となりま
すよう、職員一同、職務に精励してまいります。皆
さまのご多幸とご健康を心よりお祈り申し上げ、新
年のあいさつとさせていただきます。

年
頭
挨
拶

洞爺湖町議会議長

大 西　智
洞爺湖町長

下 道　英 明
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定確 申告
重要なお知らせ
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ま
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問
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い
。

■問合せ■問合せ　住民税務課課税係（☎74-3003）　住民税務課課税係（☎74-3003）

準備は準備は
　　お早め

に！
　　お早め

に！
　　お早め

に！

確定申告の相談と確定申告の相談と
申告書の相談申告書の相談

　役場税金の窓口（住民税務課内）
で受付と相談を行います。

洞爺総合支所申告相談日
■日　時　２月７日（金）、21日（金）
　　　　　 13 時 00 分～17 時
■場　所　洞爺総合支所会議室

17２月 日

17３月 日

～（月）

（月）

洞爺湖温泉支所申告相談日
■日　時 ３月７日（金）10 時～
　　　　　12 時、14 時～16 時
■場　所　洞爺湖温泉支所会議室

申告をする人や扶養親族の人などのマイナンバーの記載が必要
です。また、マイナンバーを記載した申告書を提出する都度、申
告者の本人確認書類の提示が必要です（控除対象配偶者、扶養親
族および事業専従者などの本人確認書類は不要です）。
＜本人確認書類の例＞
マイナンバーカード、通知カード＋運転免許証、公的医療保険の
被保険者証など

確定申告にはマイナンバーの記載が必要です確定申告にはマイナンバーの記載が必要です

　　役場窓口で申告する際の注意点
　令和６年分の申告は、一昨年と同様に新型コロナウ
イルス感染拡大防止の観点から、必要書類を預かり作成
します（窓口での待機は原則できません）。申告書の預か
り後、３～７日後に控えの受け取りをお願いします（書
類預かり時に連絡のとれる電話番号を伺います）。

※昨年の申告から利用者識別番号が必要となりまし
た。取得済みの人（過去にe-Tax申告や税務署申告をし
た人、昨年も洞爺湖町役場で申告をした人）は番号をお
知らせください。また、未取得の人は、役場で取得手
続きができます。

　　役場窓口で申告する際の注意点
　令和６年分の申告は、一昨年と同様に新型コロナウ

　　国民健康保険加入者の場合
　世帯の総所得が一定額以下のとき、国民健康保険税
が軽減されます。
　令和６年分の収入がなかった人、非課税収入（遺族
年金、障害年金など）だけであった人は、住民税の申
告をしないと国民健康保険税が軽減となりませんの
で、忘れずに申告しましょう。

※申告の際は身分証を持参してください。

　　国民健康保険加入者の場合
　世帯の総所得が一定額以下のとき、国民健康保険税

還
付
申
告
の
受
付
が

　
　
　
　
始
ま
り
ま
す
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　償却資産の申告にあたっては、法人事業所は固定償却資産の申告にあたっては、法人事業所は固定
資産台帳や法人申告書を、個人事業者は所得税確定資産台帳や法人申告書を、個人事業者は所得税確定
申告書の減価償却明細書や固定資産の管理帳簿など申告書の減価償却明細書や固定資産の管理帳簿など
をもとに行ってください。をもとに行ってください。
　確定申告書の減価償却明細書に、控除される経費　確定申告書の減価償却明細書に、控除される経費

として事業用資産の申告がなされていても、償却資として事業用資産の申告がなされていても、償却資
産申告書には、その資産の記載が漏れているといっ産申告書には、その資産の記載が漏れているといっ
たことのないよう、必ず確認のうえ適正な申告をおたことのないよう、必ず確認のうえ適正な申告をお
願いいたします。願いいたします。

償却資産の申告を忘れていませんか？償却資産の申告を忘れていませんか？ 申告は1月31日（金）まで

スタート 令和７年１月１日現在、
洞爺湖町に住んでいた いいえ

はい

令和６年１月～令和６年 12 月の収入状況

主に公的年金収入

主に給与収入

公的年金収入のみで、その額が148万円（65歳未満は98万円）
以下である

公的年金収入のみで、その額が148万円（65歳未満は98万円）
を超えていて、所得控除（扶養、障害、寡婦（寡夫）、社会保険、
生命保険、医療費など）を追加する

・事業所得【白色】
（農業、漁業、営業など）
・不動産所得
・雑所得
・一時所得など
　総合課税による申告

収入なし（公的年金もなし）
非課税収入のみ（遺族年金、障害年金、失業給付金など）

・事業所得【青色】（農業、漁業、営業など）
・譲渡所得（土地・建物）
・先物取引の雑所得
・株式などの譲渡所得
・上場株式などの配当所得
・山林所得などの申告分離課税による申告

確定申告
（住民税申告）

確定申告
（住民税申告）

申告不要

申告不要

確定申告

税務署で
確定申告

確定申告

※１税証明書や国民健康保険税の算定などで申告が必要となります。   　

あなたは確定申告が必要？不要？
カンタンチェック！

年金収入が400万円以下で、その他の所得が20万円以下である

年金所得以外の所得が20万円を超える

１か所からの給与収入のみで、年末調整時の内容に変更がない

給与所得以外の所得が20万円以下である

次のいずれかに当てはまる場合
・年末調整の内容に変更がある
・医療費またはセルフメディケーション税制の控除を受ける
・新規に住宅借入金など特別控除を受ける
・２か所以上から給与の支払いを受けた
・年末調整が済んでいない
・給与収入が 2 千万円を超える

所得金額（収入－経費）より所得控除額が多い

所得金額（収入－経費）より所得控除額が少ない

注：申告する人の収入状況や控除内容によって、上記のとおりにならない場合もありますのであくまで目安としてください。

主に給与収入

住民税申告

住民税申告
（※１）

洞爺湖町への申告は必要ありません
１月 1 日にお住いの市町村に確認してください
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近年、気候変動を背景とする異常気象により年間
猛暑日の増加や熱中症患者の増加、また、大雨、

台風などの増加に伴う洪水、土砂被害により、農作物
や生態系への影響が出ており、今後も、豪雨や猛暑の
リスクがさらに高まることが予測されています。
　また、日常生活に目を向けるとロシアによるウクラ
イナ侵攻などの影響により、世界規模でエネルギー安
定供給の不確実性が高まり、原油を始めとするエネル
ギーコストの上昇による国内の経済活動への打撃な

ど、エネルギーの安定供給を巡る課題は複雑化・深刻
化しており、灯油の価格も高止まりの状態で、これか
ら冬を迎える北海道に暮らす私たちの生活にも大きな
影響があると思われます。
　そこで、みんなが安心して生活できるよう省エネの
取組でこの冬を乗り切っていきましょう。
　経済産業省資源エネルギー庁から冬季の省エネル
ギー の取組について、家庭向け・オフィス向けのリー
フレットの提供がありましたので、ご紹介いたします。

■■問合せ問合せ　
産業振興課ゼロカーボン推進係産業振興課ゼロカーボン推進係（（☎☎7474－－3005）3005）

でで冬冬をを乗り越えよう！乗り越えよう！省エネ省エネ
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社
会
を
明
る
く
す
る
標
語

社
会
を
明
る
く
す
る
標
語

Ａ
Ｎ
Ａ
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン

出
場
ラ
ン
ナ
ー
募
集
！

洞
爺
湖
町
虻
田
地
区
合
同
補
導
委
員
会
は
、
虻
田
地
区
の
小
・

中
・
高
校
か
ら
「
社
会
を
明
る
く
す
る
標
語
」
を
募
集
し
ま
し

た
。
各
校
の
優
秀
賞
が
決
定
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

虻
田
小
学
校

気
を
つ
け
て

　
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
は　
す
ぐ
そ
こ
に

５
年　
加
賀
谷
ら
な

わ
ら
い
あ
う

　
み
ん
な
の
え
が
お　
集
め
よ
う

５
年　
遠
藤
晴
音

か
ん
き
ょ
う
に

　
や
さ
し
い
み
ら
い　
つ
く
ろ
う
よ

４
年　
伊
藤
千
紗

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

う
れ
し
い
ね

　
じ
ぶ
ん
の
花
が　
さ
い
た
と
き

２
年　
成
兼
幹
太

花
が
さ
く

　
う
れ
し
い
気
持
ち　
広
が
る
ね

４
年　
早
坂
翔
太

頼
っ
て
ね

　
み
ん
な
は
君
を　
助
け
る
よ６年　

坂
田
陽
菜

虻
田
中
学
校

で
き
ご
こ
ろ

　
悪
事
一
つ
で　
罪
人
だ

１
年　
広
瀬
雄
貴

む
し
取
っ
て

　
虫
の
居
場
所
を　
な
く
さ
な
い

２
年　
星
野
愛
依

き
み
笑
う

　
が
め
ん
の
向
こ
う
は　
ど
う
だ
ろ
う

３
年　
新
田
そ
ら

虻
田
高
校

溺
れ
る
な

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の　
海
の
中

１
年　
松
浦
桃
花

ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
付
け
て
守
っ
て　
そ
の
命２

年　
北
村
華
音

こ
ん
に
ち
は

　
こ
の
一
言
で　
笑
顔
咲
く３

年　
菅
野
瑠
亜

2025

■
開
催
日

２
０
２
５
年
５
月
18
日
（
日
）

■
コ
ー
ス

日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
洞
爺
湖
畔
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

▽
ス
タ
ー
ト
・
わ
か
さ
い
も
本
舗
前
（
町
道
温
泉
大
通
り

線
）
↓
折
り
返
し
・
月
浦
地
区
↓
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
・
わ
か

さ
い
も
本
舗
裏
（
洞
爺
湖
畔
遊
歩
道
）

■
種
目

▽
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン　
男
子
の
部・女
子
の
部
18
歳
以
上（
高

校
生
除
く
）
〜
39
歳
以
下
、
40
歳
代
、
50
歳
代
、
60
歳
代
、

70
歳
代

▽
10
㎞　
男
子
の
部
・
女
子
の
部
39
歳
以
下
（
高
校
生
以

上
）、
40
歳
代
、
50
歳
代
、
60
歳
代
、
70
歳
代

▽
５
㎞　
男
子
の
部
・
女
子
の
部
39
歳
以
下
（
高
校
生
以

上
）、
40
歳
代
、
50
歳
代
、
60
歳
代
、
70
歳
代
、
中
学
生

の
部

■
ス
タ
ー
ト
時
間

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
９
時
、
10
㎞
マ
ラ
ソ
ン
10
時
、
５
㎞
マ
ラ

ソ
ン
10
時
10
分

■
申
込
受
付

令
和
７
年
２
月
１
日
（
土
）
〜
３
月
２
日
（
日
）

※
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
お
よ
び
観
光
振
興

課
で
受
付
。
当
日
受
付
は
な
し
。

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
75
―
４
４
０
０
）

種 目 定 員 参加資格 参加料 (傷害保険料を含む )

マラソン　4,500 名  18 歳以上
（高校生は除く） 10,000 円　　

10km  高校生以上 5,000 円（高校生 2,500 円）
５km  中学生以上 5,000 円（高校生 2,500 円・中学生 2,000 円）

虻
田
小
学
校

気
を
つ
け
て

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

虻
田
中
学
校

虻
田
中
学
校

で
き
ご
こ
ろ

虻
田
高
校



のわだい
まち
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脱炭素について学んだ温暖化対策セミナー脱炭素について学んだ温暖化対策セミナー

広めよう ふるさとのお米
財田米を町教委に寄贈

長
年
に
わ
た
っ
て
消
防
団
活
動

に
尽
力
し
た
寺
島
勉
さ
ん

が
、
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）
を

受
章
し
ま
し
た
。

　
寺
島
さ
ん
は
１
９
６
２
年
に
旧
虻

田
消
防
団
に
入
団
し
、
２
０
０
７
年

に
は
洞
爺
湖
消
防
団
団
長
、
14
年
に

は
道
消
防
協
会
胆
振
地
方
支
部
支
部

長
を
歴
任
す
る
な
ど
長
年
に
わ
た
っ

て
火
災
か
ら
住
民
を
守
り
ま
し
た
。

下
道
町
長
に
受
章
報
告
し
た
寺
島
さ

ん
は
「
受
章
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
体
が
続
く
限
り
町
民
の
た
め
に

尽
く
し
た
い
で
す
」と
語
り
ま
し
た
。

長年にわたる防火活動に感謝
寺島勉さんが叙勲報告

友好都市で思い出づくり
町内の児童が三豊市訪問

叙勲の受章を報告した寺島さん（右から２人目）叙勲の受章を報告した寺島さん（右から２人目）

みかん畑で記念撮影する児童みかん畑で記念撮影する児童

地球温暖化の理解を深める
地球温暖化対策推進セミナー

渋川教育長に財田米を寄贈した塩田会長（右）渋川教育長に財田米を寄贈した塩田会長（右）

11
19

11
21

11
24

11
22～
25

財
田
米
ブ
ラ
ン
ド
推
進
委
員
会

が
虻
田
地
区
の
小
中
学
生
に

財
田
米
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
新

米
60
㌔
㌘
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
同
委

員
会
は
財
田
・
川
東
地
区
の
米
農
家

で
構
成
し
、
役
場
で
開
か
れ
た
寄
贈

式
に
塩
田
満
会
長
と
渋
川
賢
一
教
育

長
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
財
田
米
は
虻
田
地
区
で
は
給
食
と

し
て
使
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
塩
田

会
長
は
「
財
田
米
は
甘
み
と
も
ち
も

ち
感
が
特
徴
で
す
。
子
ど
も
の
頃
の

思
い
出
に
し
て
く
れ
た
ら
」
と
願
っ

て
い
ま
し
た
。

洞
爺
湖
町
の
児
童
が
友
好
都
市

の
香
川
県
三
豊
市
を
訪
問
す

る
「
ふ
る
さ
と
・
ふ
れ
あ
い
・
フ
レ

ン
ド
リ
ー
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

６
年
生
の
児
童
13
人
が
訪
問
し
、

７
月
に
来
町
し
た
三
豊
市
の
児
童
10

人
と
再
会
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
地
元
と
異
な
る
気
候
や
、
三
豊
市

の
文
化
・
風
土
に
触
れ
な
が
ら
、
う

ど
ん
作
り
体
験
、
み
か
ん
狩
り
、
財

田
小
学
校
の
見
学
な
ど
に
参
加
。
三

豊
市
の
児
童
と
か
け
が
え
の
な
い
貴

重
な
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。

洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
公

益
財
団
法
人
北
海
道
環
境
財

団
の
宇
山
生
朗
氏
を
講
師
に
「
脱
炭

素
と
地
域
の
豊
か
さ
を
考
え
る
」
が

テ
ー
マ
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
約
40
名
が
参
加
し
、
地
球
温
暖
化

や
脱
炭
素
の
デ
ー
タ
に
他
の
自
治
体

の
事
例
を
交
え
、
脱
炭
素
の
取
組
を

学
び
ま
し
た
。
最
後
に
宇
山
氏
が
脱

炭
素
へ
の
取
り
組
み
の
心
構
え
と
し

て
「
誰
か
が
や
る
と
過
信
せ
ず
、
未

来
は
私
た
ち
の
行
動
が
形
成
す
る
と

考
え
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

と
伝
え
、
締
め
く
く
り
ま
し
た
。



町内で行われたイベントや活動を紹介します

中学生の「税についての作文」
吉田さんが町長賞受賞

表彰状を受け取る吉田さん（左）表彰状を受け取る吉田さん（左）

　

11
29
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国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
共
催
の
、
令
和
６

年
度
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
に
お
い
て
、
洞
爺
中
学
校
１
年

の
吉
田
光
希
さ
ん
が
洞
爺
湖
町
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
題
名
は
「
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
良
い
税
金
」。
分
か
り
や
す
い

言
葉
を
使
い
な
が
ら
、
納
税
者
に
も

た
ら
す
恩
恵
の
大
き
さ
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
に
は
渋
川
教
育
長
、
室
蘭

税
務
署
職
員
ら
が
出
席
し
、
表
彰
状

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

町の美観向上に尽力
荒井建設に感謝状

11
26

町
内
で
草
刈
り
な
ど
の
地
域
貢

献
活
動
を
行
っ
た
荒
井
建
設

に
、町
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
６
月
と
10
月
、
虻
田
地
区

の
公
園
と
西
山
火
口
展
望
台
な
ど
で

草
刈
り
や
側
溝
の
清
掃
を
無
償
で
行

い
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
草
や
ご
み
は
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
各
地
区
で
２
台
分
に
上
り
、
ま

ち
の
景
観
改
善
が
進
み
ま
し
た
。
三

國
吉
典
札
幌
支
店
長
は
「
町
民
の
た

め
に
活
動
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

今
後
も
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

感謝状を受け取った三國札幌支店長（左）感謝状を受け取った三國札幌支店長（左）

福祉支援に善意集まる
洞爺湖 LCが寄付

八木橋会長に寄付金を渡した目良会長（左）八木橋会長に寄付金を渡した目良会長（左）

12
４

洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
目

良
浩
一
会
長
）
が
、
洞
爺
湖

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
現
金
５
万
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
に
よ
る
寄
付
は
今
回
で

51
回
目
。
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
会
員
な
ど
か
ら
善
意
を
募

り
、
現
金
の
ほ
か
タ
オ
ル
21
枚
、
古

切
手
３
４
３
５
枚
、リ
ン
グ
プ
ル
１・

７
㌔
㌘
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
目
良
会
長
は
、
町
社
協
の
八
木
橋

隆
会
長
に
目
録
を
手
渡
し
「
今
後
も

地
域
貢
献
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

児童に字の書き方を説明する阿部さん児童に字の書き方を説明する阿部さん■■■

学ぼう 美しい字
虻田小で書道の学習支援

11
29

虻
田
小
学
校
（
横
山
慎
二
校
長
）

で
書
道
の
学
習
支
援
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
担
当
教
員
の
補
助
と
し

て
学
校
教
育
を
支
援
し
て
く
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
て
お
り
、
昨
年

11
月
時
点
で
は
37
人
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
日
は
、
町
内
で
習
字
教

室
を
開
い
て
い
る
阿
部
あ
つ
子
さ
ん

が
３
年
生
に
美
し
い
字
の
書
き
方
を

教
え
ま
し
た
。
阿
部
さ
ん
は
、
筆
の

運
び
方
な
ど
を
て
い
ね
い
に
説
明

し
、
児
童
は
真
剣
な
表
情
で
半
紙
に

向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
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暮
ら
し

〜
20
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
〜

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
か
ら

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」の
交
付
に
つ
い
て

　
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
す
が
、
手
帳
の
交

付
を
受
け
ら
れ
な
い
人
で
も
、
左

記
の
条
件
に
よ
っ
て
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」が
発
行
さ
れ
、

所
得
税
や
住
民
税
で
障
害
者
控
除

か
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要

介
護
１
〜
５
）
を
受
け
て
い
る
満

65
歳
以
上
の
人

・
状
態
が
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
と
同
程
度
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
人

　
こ
の
場
合
「
要
介
護
度
」
の
段

階
で
一
律
に
認
定
の
可
否
が
決
ま

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得

税
申
告
の
対
象
と
な
る
年
の
12
月

31
日
（
基
準
日
）
で
の
判
定
と
な

る
た
め
、
基
準
日
に
有
効
で
あ
る

要
介
護
認
定
結
果
の
「
認
定
調
査

票
」「
主
治
医
意
見
書
」
を
も
と

に
認
定
し
ま
す
。

※
注
意
事
項

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
も
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

・
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
の
所
得

税
や
住
民
税
が
非
課
税
の
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

・
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す

福
祉
灯
油
の
購
入
助
成

の
お
知
ら
せ

　
老
人
世
帯
、
重
度
心
身
障
害
者

世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
生

活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

世
帯
に
対
し
、
生
活
の
一
助
と
し

て
冬
期
採
暖
に
必
要
な
福
祉
灯
油

の
購
入
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
条　
件

除
雪
作
業
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
！

▼
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い

　
路
上
駐
車
、
歩
道
上
駐
車
、
は

み
出
し
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
と
な

　
国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と

き
、
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い
る
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考

え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に

な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

・
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
安
定
し
て

お
り
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

・
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま

す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者

よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺

族（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」や「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３

－
50

－

１
０
０
４
）

住
民
税
務
課
住
民
・
戸
籍
年
金
係

（
☎
74

－

３
０
０
２
）

り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
路
上
駐
車
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、
安
全
確
保
の
た
め
除
雪

が
で
き
な
い
う
え
、
近
隣
の
迷
惑

と
な
り
ま
す
。

▼
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い

　
屋
根
の
雪
、
間
口
に
残
っ
た
雪

な
ど
は
、
各
家
庭
で
責
任
を
も
っ

て
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。
道
路
や

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
へ
の
雪
捨

て
は
、
交
通
の
妨
げ
や
歩
行
者
の

迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
（
雪
を
捨
て
る
場
所
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
大
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
外

出
を
控
え
て
く
だ
さ
い

　
気
象
台
か
ら
大
雪
に
関
す
る
警

報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
不
要
不
急

の
外
出
を
控
え
、
車
に
よ
る
事
故

や
雪
に
よ
る
災
害
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
（
☎
74

－

３
０
０
６
）

■
申
請
相
談・申
込
み　

介
護
高

齢
課
介
護
保
険
係
（
☎
74

－

３
０

０
１
）

お知らせ
information
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お知らせ

洞爺湖町緊急通報システム貸与事業のご案内

　疾患により特に注意が必要な高齢者や重度身体障がい者がいる世帯に対して、24 時間対応可能な緊急
通報用システムを貸し出すことで、日常生活の安全を確保するサービスです。

・65 歳以上で心臓疾患、脳疾患、その他の疾患
などにより日常生活上特に注意を要するひとり
暮らしの人
・緊急時において同居者の対応が困難な世帯に属
する人
・身体障害者手帳１級および２級に該当し、緊急
時に援護を要する人
・上記と同等と認められる人

洞爺湖町役場介護高齢課（☎ 74-3001）までご
連絡ください

【提出していただく書類】
・緊急通報システム貸与申請書（協力員を原則３
名に登録していただく必要があります）
・誓約書
・緊急通報システム協力員承諾書

▶緊急通報システムの種類
②モバイル型電話機①緊急通報用電話機（ワイヤレスペンダント含む）

自宅の電話機に
接続し設置します。
大きなボタンのほ
うが押しやすい人
や、主に自宅内で
過ごす人に適しています。ワイヤレスペンダン
トは自宅内のみ利用可能です。
※自宅に固定電話がある人のみ

　小型のスマートフォンタイプで画
面をスワイプさせて通報します。１
人で外出する人に適しており、携帯
電話と同様に外でも利用できます。
※窓口にて操作体験可能

※注意事項
・機器の設置工事および月々の機器の借用（レンタル）については町で費用を負担しますが、通話料、電気料、電池
交換などの経費は利用者負担となります
・機器を破損または紛失した場合は、実費での弁償となりますのでご注意ください

■問合せ　介護高齢課高齢者・地域包括支援係（☎ 76-4288）

▶対象者 ▶サービス利用の申込み

①
支
給
対
象
世
帯

・
令
和
６
年
11
月
１
日
、
現
在
洞

爺
湖
町
に
住
所
が
あ
る
人

・
満
65
歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯

・
１
、２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
Ａ
ラ
ン
ク
の
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
世
帯

・
ひ
と
り
親
世
帯
で
18
歳
未
満
の

児
童
を
扶
養
す
る
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
、
施
設
や
病
院

に
入
所
・
入
院
し
て
い
る
単
身
世

帯
、
冬
期
間
町
外
に
滞
在
し
て
い

る
世
帯
は
、
支
給
対
象
に
な
り
ま

せ
ん

②
収
入
（
令
和
６
年
中
の
収
入
）

・
１
人
世
帯　
月
額
10
万
円
未
満

・
２
人
世
帯　
月
額
13
万
３
千
円

未
満

・
３
人
世
帯　
月
額
16
万
６
千
円

未
満

・
４
人
世
帯　
月
額
20
万
円
未
満

・
５
人
世
帯　
月
額
23
万
３
千
円

未
満

・
６
人
世
帯　
月
額
26
万
６
千
円

未
満

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
令
和
６
年
中
の
収
入
状
況
が
分

日本習字  とうや教室
・対象者　幼児・学生＜毛筆と硬筆＞

成人＜毛筆＞（漢字部・かな字部）＜ペン字部＞
・場　所　高砂町 79－17
・ ＴＥＬ　080-5597-2561（阿部）

無料体験を行っています！
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こととうう ここやや No.46
　突然の災害に皆さんはどのように行動しますか？
しっかり対策していても、気が動転してパニックになっ
てしまう人もいます。
　災害から命を守るためには、落ち着いて正しい行
動を取ることが大事ですが、その行動が実は間違っ

その行動、実は間違ってる !?その行動、実は間違ってる !?
～災害時の NG行動～～災害時の NG行動～

ていたという場合もあります。
　今月号では、地震・津波でのNG行動を紹介しま
すので、いざというときのために正しい行動を覚えて
おきましょう。

【地震・津波でのNG行動】
× 地震が起きたらすぐ逃げる
　地震で揺れを感じたら近くのテーブルなどの下に
入って身の安全を確保し、揺れが収まってから安全
な場所に避難しましょう。
× 火をつける
　漏れたガスに引火して爆発するおそれがあります。
火を使うときは、ガス管の確認や換気をして、ガス
に引火しないように気をつけましょう。
× エレベーターを使う
　再び地震が起きて閉じ込められる危険性がありま
す。エレベーターを使わずに避難しましょう。

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留
施
設

へ
の
係
留
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
係
留
場
所　
洞
爺
湖
町
虻
田
漁

港
大
磯
分
区

▼
募
集
隻
数　
３
隻
（
船
舶
の
長

さ
６
m
未
満
１
隻
、
５
m
未
満
２

隻
）

▼
使
用
料（
年
額
）　
船
舶
の
長
さ

１
m
あ
た
り
町
内
６
８
０
０
円
、

町
外
８
１
０
０
円

▼
係
留
期
間　
２
月
１
日
~
３
月

31
日
（
年
度
単
位
の
１
年
更
新
）

▼
申
込
期
間　
令
和
７
年
１
月
24

日
ま
で
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

■
申
込
み
・
問
合
せ　
産
業
振
興

課
水
産
・
商
工
係
（
☎
74

－

３
０

０
５
）

募
　
集

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

係
留
希
望
者
の
募
集

社
の
連
絡
先
リ
ス
ト
を
作
る

※
詳
し
く
は
日
本
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
消
費
者
庁
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

▶
日
本
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

消
費
者
啓
発
パ
ネ
ル
展

開
催

悪
質
商
法
、
振
込
め
詐
欺
な
ど

に
よ
る
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
左
記
の
期
間
消
費
者
啓

発
パ
ネ
ル
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
日　
時　
２
月
５
日
（
水
）
~

２
月
12
日
（
水
）
※
最
終
日
の
み

12
時
ま
で

▼
場　
所　
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
、

洞
爺
総
合
支
所
ロ
ビ
ー

■
問
合
せ　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係
（
☎
74

－

３
０
０
５
）

自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目　
①
自
衛
官
候
補
生

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
（
一
般
）
③
自
衛
隊
奨
学
生

▼
資　
格　
①
18
歳
以
上
33
歳
未

満
②
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17

歳
未
満
③
学
校
教
育
法
に
規
定
す

る
大
学
・
高
専
・
専
門
大
学
ま
た

は
こ
れ
ら
の
学
校
に
相
当
す
る
外

国
の
学
校
に
お
い
て
、
理
工
・
工

× 海岸から遠い場所まで逃げる
　遠くに逃げることも大事ですが、津波はジェット機
なみの速さで押し寄せます。まずは「できるだけ高
いところ」に逃げましょう。

メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
詐
欺
に
注
意
！

　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
メ
ー
ル
や
偽
サ

イ
ト
な
ど
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
を
含
む
個
人
情
報
が

不
正
に
盗
ま
れ
、
通
販
サ
イ
ト
な

ど
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
不
正

利
用
さ
れ
る
被
害
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
次
の
５
つ
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

①
パ
ソ
コ
ン
や
モ
バ
イ
ル
端
末
は

安
全
に
保
つ

②
不
審
な
メ
ー
ル
に
注
意
す
る

③
電
子
メ
ー
ル
に
あ
る
リ
ン
ク
は

ク
リ
ッ
ク
し
な
い

④
不
審
な
メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
は
報

告
す
る

⑤
銀
行
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会

か
る
も
の
（
世
帯
全
員
分
）

・
事
業
所
得
が
あ
る
人
は
令
和
５

年
分
の
確
定
申
告
書
の
写
し

※
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状

（
窓
口
に
用
意
）
が
必
要

▼
申
請
期
限　

２
月
28
日
（
金
）

ま
で

■
問
合
せ　
介
護
高
齢
課
介
護
保

険
係
（
☎
74

－

３
０
０
１
）
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お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 
故坂本玲子さん
■11月14日死去■85歳■遺族は毛利栄二さん■入１区

11月 20日から 12月 19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

占
ひ
は
吉
な
り
五
年
日
記
買
ふ

　
　
　
　
　
佐
藤
美
風

く
る
く
る
と
削
る
鉛
筆
師
走
来
る

　
　
長
曾
我
部
弓
子

冬
靄
に
つ
つ
ま
れ
朝
の
静
か
な
る

　
　
　
千
葉
征
子

白
障
子
経
を
唱
え
る
僧
の
影

　
　
　
川
上
智
恵

凛
と
し
て
冬
芽
の
ほ
ぐ
れ
遠
か
ら
ず

亀
倉
千
鶴
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
12
月
定
例
会

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会
開
催

寄
　
付

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
ず

２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事
前
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
（
３
人
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

▼
日　
時　
①
１
月
16
日
（
木
）

②
２
月
６
日
（
木
）
13
時
30
分
~

15
時

▼
場　
所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
②

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

▼
担　
当　
①
本
間
寛
菜
弁
護
士

（
の
ぼ
り
べ
つ
法
律
事
務
所
）
②

井
口
敦
弁
護
士
（
池
田
翔
一
法
律

事
務
所
）

■
問
合
せ　
住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」開
催

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
時

①
１
月
18
日（
土
）②

２
月
15
日（
土
）９
時
30
分
~
12
時

▼
場　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
:
河
合
）
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
の

就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ
の

他
、
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日　
時　
２
月
13
日
（
木
）
13

時
30
分
~
15
時
30
分

▼
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対　
象

15
歳
か
ら
49
歳
の
人

・
家
族

▼
内　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

０
１
４
３

－

50

－

６
１
８
６
）

学
・
文
学
（
語
学
）
ま
た
は
法
学

を
専
攻
し
て
お
り
（
今
後
専
攻
予

定
も
含
む
）、
正
規
の
課
程
を
修

了
す
べ
き
年
の
４
月
１
日
現
在
で

26
歳
未
満
、
修
士
・
博
士
課
程
在

学
者
は
28
歳
未
満

▼
受
付
期
間　
①
１
月
13
日（
月
）

~
２
月
６
日
（
木
）
②
１
月
16
日

（
火
）
ま
で
③
１
月
31
日
（
金
）

ま
で

▼
試
験
期
日

①
２
月
14
日（
金
）、

15
日
（
土
）
②
１
月
25
日
（
土
）、

26
日
（
日
）
③
２
月
22
日
（
土
）

■
問
合
せ

防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
０
１
４
３

－

44

－

９
５
３
３
）

故中野イマさん
■11月18日死去■97歳■遺族は英敏さん■虻３区
故中村光敏さん
■11月19日死去■79歳■遺族は吉川微さん■入１区
故田中静子さん
■11月22日死去■65歳■遺族は和彦さん■青１区

故東出サキさん
■12月4日死去■94歳■遺族は武蔵真由美さん■泉区

故橋本博司さん
■12月6日死去■91歳■遺族は幸子さん■青１区

故稲垣文俊さん
■11月30日死去■75歳■遺族は妙子さん■虻３区

故松平恵美子さん
■12月10日死去■94歳■遺族は博さん■虻６区

故鈴木金次郎さん
■12月5日死去■87歳■遺族は洋子さん■虻６区

故阿部繁さん
■12月9日死去■91歳■遺族はスエ子さん■虻２区

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

＞

歳
末
助
け
合
い
寄
付
金＞

▽

笠
井
寛
子
さ
ん
（
虻
２
区
）
▽
西

胆
振
行
政
事
務
組
合
洞
爺
湖
支
署

管
理
職
一
同
▽
洞
爺
湖
町
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
一
同
▽
連
合

洞
爺
湖
支
部
▽
伊
達
遊
技
業
組
合

＜

現
金＞

▽
加
藤
知
子
さ
ん
（
虻

２
区
）
▽
匿
名
４
人
▽
洞
爺
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

＜

寄
付
物
品＞

▽
笠
井
寛
子
さ

ん
（
虻
２
区
）
▽
龍
汰
呼
▽
藤
兼

金
物
店

故加藤公二さん
■12月4日死去■83歳■遺族は知子さん■虻２区
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さわやかだ
より

　洞爺湖町は北海道と比べ、糖尿病の患者数が多く、医療費が高い状況があります。
　この状況を踏まえ、11 月 17 日（日）洞爺湖文化センターで糖尿病予防講演会を開催しました。糖尿病専門
医や栄養士による講演内容の一部をご紹介します。

　糖尿病とは、血液中のブドウ糖の濃度を下げ
てくれる「インスリン」の作用不足で、高血糖
状態が続き様々な合併症を引き起こす病気です。
自覚症状がないのがほとんどで、合併症を発症
したときに気付くことがあります。
　合併症を防ぐために、病院での検査、血圧や
コレステロールの管理、禁煙、細切れ運動（２
分歩行× 20 回のようにこまめに体を動かすこ
と）などが大切です。

（NTT 東日本札幌病院　永井聡 先生）

「糖尿病とはどんな病気？「糖尿病とはどんな病気？
わかる糖尿病の基礎知識」わかる糖尿病の基礎知識」

　歯周病とは、歯肉炎（歯についたバイ菌や細
菌などを１週間ほど放置した状態）を放置、進
行した状態をいいます。
　歯周病は肥満と同様にインスリンの作用を低
下させるため、血糖値が悪化してしまいますが、
糖尿病患者が歯周治療を行うと HbAc1 が 0.4％
改善するという結果があります。
　歯の問題だけでなく舌や飲み込む力も影響す
るため、定期的な歯科受診や早めの治療がとて
も大切です。
※ HbA1c…１～２カ月間の血糖の平均値

（北海道医療大学　長澤敏行 先生）

「糖尿病と診断された時の「糖尿病と診断された時の
歯周病対策」歯周病対策」

　糖尿病の予防には、食事の量や摂り方に気を
つけて、膵臓に負担をかけないことが大切です。
 ポイント 
①適正な食事バランス、食事量にする
②主食の選び方、食事の食べ方を工夫する
③野菜を毎日摂る（１日350g）
　また、近年では惣菜や弁当を購入（テイクア
ウトやデリバリー）し自宅で食べる「中食」が
増加傾向にあります。１日３食を基本とし、中
食を利用するときは主食中心（糖質）のものに
偏らず、品数を増やして栄養バランスをとる、
不足しがちな野菜メニューを追加するなどの工
夫が必要です。

（NTT 東日本札幌病院　秋本里加子 先生）

「糖尿病の食事について「糖尿病の食事について
～コンビニ、スーパーを利用～コンビニ、スーパーを利用
する時の工夫～」する時の工夫～」

●
●
●

●
●
●

 糖尿病の合併症 
・細小血管症（細くて小さい血管で起こる合併症）
し　神経の症状（神経障害）
め　目の症状（網膜症）
じ　腎臓の症状（腎症）

・大血管症（大きい血管で起こる合併症）
え　壊死（細胞の死滅）
の　脳梗塞
き　虚血性心疾患

　糖尿病は全がんや消化器科（大腸、肝臓、膵
臓など）のがんのリスク、骨折リスク、認知症
になるリスクが高いといわれています。
　定期的な通院で血糖管理を行い、合併症予防
の目標値「7.0 未満」にしていくことが大切です

（高齢者や妊婦の場合は別に設定されています）。
（北海道大学病院　中村昭伸 先生）

「糖尿病の合併症とは？「糖尿病の合併症とは？
その予防方法は？」その予防方法は？」

問合せ問合せ　健康福祉課 （☎ 76-4006）　健康福祉課 （☎ 76-4006）

糖尿病を予防しよう！糖尿病を予防しよう！
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絵本の玉手箱　１月のおはなし会
■日　時 １月６日(月)、20日(月)10時～11時30分
■場　所 あぶた母と子の館
母子の冬まつり
■日　時 １月18日(土)10時～11時30分
■場　所 あぶた母と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
キッズタイム
■日　時 １月25日(土)10時～11時30分
■場　所 あぶた母と子の館
■対　象　幼児以上（乳幼児および保護者）
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）

おいしく！きれいに！
魚の食べかたずかん
小倉朋子

骨のある魚をきれいに食べるの
は大人でも難しいもの。サンマ
の塩焼きやアジの干物など、代
表的な焼き魚をきれいに食べる
コツとマナーを料理前の魚の写
真とともに分かりやすく紹介し
ます。（あぶた読書の家所蔵）

今月の
リポーター
亀田智子さん

と
う
や
湖
町
の
み
な
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。
み
な
さ

ん
は
地
い
き
お
こ
し
協
力
隊
に

つ
い
て
ご
ぞ
ん
じ
で
し
ょ
う

か
？地

い
き
お
こ
し
協
力
隊
は
、

人
が
た
く
さ
ん
い
る
大
都
市
に

住
ん
で
い
た
人
が
地
い
き
に
う

つ
り
、
定
住
す
る
こ
と
を
し
え

ん
す
る
国
の
せ
い
度
で
す
。
大

都
市
に
く
ら
べ
て
少
子
高
れ
い

化
が
進
ん
で
い
る
地
い
き
に
う

つ
り
住
ん
で
も
ら
い
、
地
い
き

を
さ
さ
え
る
人
を
ふ
や
し
、
元

気
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。

地
い
き
お
こ
し
協
力
隊
員

は
、
う
つ
り
住
ん
で
か
ら
１
~

３
年
の
間
、
地
い
き
を
元
気
に

す
る
た
め
の
活
動
を
行
い
ま

す
。
活
動
に
は
、
農
林
漁
業
の

お
う
え
ん
や
、
地
い
き
お
こ
し

の
し
え
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

に
関
す
る
活
動
な
ど
が
あ
り
ま

す
。わた

し
は
、
い
り
え
・
た
か

さ
ご
貝
づ
か
を
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
地
い
き
お

こ
し
協
力
隊
員
が
、
地
い
き
に

定
住
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

い
き
を
元
気
に
す
る
た
め
の
活

動
期
間
中
か
ら
、
活
動
を
終
え

た
後
に
仕
事
と
し
て
続
け
ら
れ

る
地
い
き
こ
う
け
ん
の
方
法
を

考
え
、
じ
ゅ
ん
び
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
着
に
ん
し
て
か

ら
、
も
う
す
ぐ
１
年
が
た
ち
ま

す
。
地
い
き
を
元
気
に
す
る
活

動
を
終
え
た
後
を
見
す
え
な
が

ら
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▷

全
員
犯
人
、だ
け

ど
被
害
者
、
し
か
も
探
偵（
下
村

敦
史
）▽
岩
に
牡
丹
（
諸
田
玲
子
）

▽
二
人
の
誘
拐
者（
翔
田
寛
）▽
リ

ミ
ッ
ク
ス（
今
野
敏
）▽
病
葉
草
紙

（
京
極
夏
彦
）
▽
共
犯
の
畔（
真
保

裕
一
）
▽
新
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー

の
あ
と
で
２（
東
川
篤
哉
）▽
よ
む

よ
む
か
た
る（
朝
倉
か
す
み
）

＜

児
童
書＞
▽
わ
か
っ
た
さ
ん

の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
（
寺
村
輝
夫

）
▽
い
っ
し
ょ
っ
て
い
い
ね
（
間

部
香
代
）
▽
ぼ
く
ん
ち
の
ね
こ
の

は
な
し
（
い
と
う
み
く
）
▽
は
ば

た
い
た
フ
ト
ン
（
サ
ト
シ
ン
）
▽

し
ろ
く
ま
き
ょ
う
だ
い
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
（
ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ｏ
）
▽
二

平
方
メ
ー
ト
ル
の
世
界
で
（
前
田

海
音
）
▽
セ
イ
ギ
の
ミ
カ
タ
（
佐

藤
ま
ど
か
）
▽
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
く

ん
（
魚
住
直
子
）
▽
お
金
の
デ
ザ

イ
ン
と
歴
史
（
貨
幣
博
物
館
カ
レ

ン
シ
ア
）
▽
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と
り

ん
ご
か
め
ん
（
柴
田
ケ
イ
コ
）
▽

た
べ
も
の
れ
っ
し
ゃ
ラ
ー
メ
ン
ご

う
（
長
谷
川
あ
か
り
）
▽
し
ば
ら

く
あ
か
ち
ゃ
ん
に
な
り
ま
す
の
で

（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
架
空
犯
（
東
野

圭
吾
）▽
青
い
絵
本（
桜
木
紫
乃
）

▽
眠
れ
な
い
夜
の
た
め
に
（
千
早

茜
）▽
か
す
う
ど
ん
男（
畑
博
貴
）

＜
児
童
書＞

▽
ね
ぞ
う
プ
ロ
レ

ス
炎
の
お
と
ま
り
バ
ト
ル
（
ひ
ら

ぎ
み
つ
え
）
▽
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ

ん
ピ
ザ
を
や
く
（
工
藤
ノ
リ
コ
）

▽
は
た
ら
く
く
る
ま
た
ち
の
は
た

け
し
ご
と
（
シ
ェ
リ
ー
・
ダ
ス

キ
ー
・
リ
ン
カ
ー
）
▽
ひ
み
つ
の

お
す
し
や
さ
ん
（
黒
岩
ま
ゆ
）
▽

こ
ん
な
し
ん
ご
う
き
は
い
や
だ

（
く
さ
な
り
）

願
い
い
た
し
ま
す
。

※小学生向けの内容であるため、漢字の使用を限定的にしています

新
刊
案
内

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

から家書読 の
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　今回の「世界遺産子どもサミット」で自分
たちの活動をプレゼンするということは、子
どもたちにとって貴重な体験となったのでは
ないでしょうか。これからも、地域の宝そし
て世界の宝である世界遺産の面白さを広げて
いきたいと思います。

「世界遺産子どもサミット」
に参加しました！

　11 月 29 日、北海道教育委員会が主催する「世界遺産子どもサミット」が、オンラインで開催されました。
世界遺産子どもサミットは、「北海道・北東北の縄文遺跡群」の各遺跡がある町の学校をオンラインで中継して、
縄文について学んだことや活動したことについて発表するサミットです。北海道からは洞爺湖町や千歳市の小学
校や南芽部高校のほか、北東北の小中学校など合わせて７校が参加しました。洞爺湖町からは虻田小学校ととう
や小学校の代表者５名が、入江・高砂貝塚館からオンラインで参加しました。

　虻田小学校からは、子どものころから慣れ親しんだ入江貝
塚のことや、イノシシをはじめとした様々な動物のキバを使っ
たアクセサリーの面白さ、お母さんと赤ちゃんが一緒に見つ
かったお墓で仲間を大切に思う気持ちを学んだことを伝えま
した。また、高砂貝塚の整備活動について、復元貝塚のホタ
テ貝を割ったことなど、楽しみながら整備活動に参加できた
ことを発表しました。

　とうや小学校からは、いろいろな縄文体験を通して感じた
縄文人のイメージの変化について発表しました。縄文土器作
り体験から、自分たちが作った土器の何倍もの大きさの縄文
土器を作る技術力の高さを知ったこと、黒曜石体験で切れ味
の良さに驚いたこと、弓矢で獲物をとる縄文人のすごさに興
味津々な様子でした。さらに、入江貝塚で見つかった、長い
間介護を受けていた病気の人の人骨から、縄文人が思いやり
の心を持っていたことを知ったと伝えました。

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産

English ver

Jomon Prehistoric Sites 
in Northern Japan

■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）



7日 ( 金 )

特定健診・胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肝炎・
エキノコックス検診、ピロリ菌検査
時  6:30 ～
所  洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜さわやか＞）
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  桜ヶ丘保育所（☎75-2088）

12日 ( 水 )
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）

13日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

14日 ( 金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）
「ひじり在宅クリニック」健康教室
時  11:15 ～
所  ひじり在宅クリニック（☎76-4838）

15日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

18日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

19日 ( 水 )
乳児健診
時  12:30 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎76-4006）

20日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）

21日 ( 金 )

洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎82-5111）
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  入江保育所（☎ 76-4317）

25日 ( 火 )
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所 健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

27日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）

28日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

1月10日 (金 )
～12日 (日 )

どんぐりのペーパースタンド作り

14日 ( 火 )
コグニの集い
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

16日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

17日 ( 金 )

洞爺地区健康相談
時  9:30 ～ 11:30
所  洞爺総合支所（☎82-5111）
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）

17日 (金 )
～19日 (日 )

どんぐりのペーパースタンド作り

18日 ( 土 ) 行政に関わるくらしの無料相談会

21日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

23日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
乳・子宮がん検診
所  虻田地区

24日 ( 金 )

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  入江保育所（☎ 76-4317）
乳・子宮がん検診
所  洞爺地区

28日 ( 火 )
親子ふれあい遊び
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-2008<子育て支援センター＞）

30日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）

31日 ( 金 )
保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  本町保育所（☎ 76-2673）

2月4日 (火 )

コグニの集い
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
子育てセミナー⑥
時  10:00 ～ 11:30
所 健康福祉センター（☎76-2008<子育て支援センター＞）

5日 ( 水 ) ～
6日 ( 木 )

特定健診・胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肝炎・
エキノコックス検診、ピロリ菌検査
時  6:30 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎76-4006）

6日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会
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ピックアップイベントピックアップイベント

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ｐ 13詳

ピックアップイベント詳

どんぐりのペーパースタンド作り
　どんぐりなどの木の実や木の枝を使ってペーパースタ
ンドを作ります。※グルーガンを使用します
■日　時　１月10日（金）～12日（日）、１月17日（金）～
19日（日）９時～11時、13時30分～15時30分
■場　所　洞爺湖ビジターセンター1Ｆレクチャールーム
■対　象　小人～大人※未就学児は保護者同伴
■参加料　300円（税込）
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター（☎75-2555）

ｐ 13詳

ｐ 13詳

ｐ 13詳
ピックアップイベント詳
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東奔西走

新年あけましておめでとうございます。昨年は洞爺湖
マラソン50周年や姉妹都市・箱根町との姉妹都市提

携60周年など盛りだくさんの一年でした。新年もまちの
様子を紙面で伝えていきますのでご愛読ください（Ｄ .Ｙ）

新年あけましておめでとうございます。お正月はゆっ
くり過ごせたでしょうか？いつもより長く休めた

分、お仕事や学校がつらいと感じる方がいるかもしれま
せんが、無理せず少しずつ頑張れたらいいですね。（Y. Ａ）

スポットライト

Spotlight

profi le
1955年10月13日生まれ。 旧
虻田町出身。入江４区在住。 趣
味は人間ウォッチング。

虻田神社に巨大絵馬を奉納する

ま
ち
を
守
る
祈
り
を
込
め
て

絵
馬
に
踊
る
白
蛇
に

伊藤 陽子さん

町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
ど 様 々 な 情 報 に 加
え、フルカラー版広
報紙もご覧いただけ
ます！
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２
０
２
５
年
の
干
支
「
巳
」

（
蛇
）
は
復
活
や
再
生
の
象

徴
と
い
わ
れ
、
古
来
か
ら
幸
福
と

長
寿
を
も
た
ら
す
と
信
じ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
昨
年
、
創
建
か
ら

２
２
０
年
を
迎
え
た
虻
田
神
社

は
、
蛇
と
と
り
わ
け
深
い
縁
で
結

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
複
雑
な
気
象
条
件
が
一
致
し
た

と
き
に
現
れ
る
現
象
「
雪
紐
」。

粘
り
気
を
帯
び
た
雪
が
紐
や
蛇
の

よ
う
な
不
思
議
な
形
を
造
り
ま

す
。
虻
田
神
社
の
鳥
居
に
ま
る
で

白
蛇
の
よ
う
に
見
え
る
雪
紐
が
現

れ
た
の
は
２
０
１
２
年
。
以
降
も

ま
れ
に
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
「
虻
田
の
雪
蛇
」
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
も
話
題
を
呼
び
、
巳
年
に
合

わ
せ
て
複
数
の
雑
誌
や
書
籍
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
虻
田
神
社
に
も
う
一
匹

の
蛇
が
姿
を
見
せ
た
の
は
昨
年
の

暮
れ
。
幅
１
８
０
㌢
、
高
さ
90
㌢

の
大
き
な
絵
馬
に
描
か
れ
た
白
蛇

を
手
が
け
た
の
が
伊
藤
陽
子
さ
ん

で
す
。
鳥
居
の
上
で
輝
く
太
陽
に

向
か
う
様
子
が
日
没
後
も
美
し
く

見
え
る
よ
う
に
と
蛍
光
塗
料
で
塗

り
、
こ
ま
か
な
う
ろ
こ
模
様
も
表

現
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
が
絵
馬
を
手
が
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
丑
年
の

２
０
２
１
年
。
巨
大
絵
馬
を
奉
納

す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
樽
前
神
社

に
感
銘
を
受
け
た
虻
田
地
区
の
喫

茶
店
「
か
と
れ
あ
」
店
主
、
赤
川

龍
磨
さ
ん
か
ら
の
頼
み
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
、
絵

馬
の
奉
納
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
赤
川
さ
ん
と
の
交
流
は
50
年
前

に
さ
か
の
ぼ
り
、
伊
藤
さ
ん
が
か

と
れ
あ
の
外
壁
に
絵
を
描
か
せ
て

ほ
し
い
と
頼
ん
だ
こ
と
が
始
ま

り
。
当
時
、
美
術
部
に
在
籍
し
て

い
た
伊
藤
さ
ん
は
ま
だ
高
校
生
。

物
怖
じ
せ
ず
に
飛
び
込
ん
で
き
た

伊
藤
さ
ん
を
赤
川
さ
ん
夫
妻
が
温

か
く
迎
え
入
れ
、
店
内
や
客
に
配

る
マ
ッ
チ
な
ど
に
様
々
な
イ
ラ
ス

ト
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
「
昔
か
ら
考
え
る
前
に
や
っ

ち
ゃ
う
タ
イ
プ
な
ん
で
す
」
と
明

る
く
笑
う
伊
藤
さ
ん
。
絵
馬
と
し

て
は
破
格
の
大
き
さ
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
今
回
は
製
作
に
１
ヶ
月

以
上
を
要
し
ま
し
た
。
干
支
が
美

し
く
見
え
る
デ
ザ
イ
ン
も
難
し

く
、
苦
労
は
つ
き
も
の
で
す
が
持

ち
前
の
行
動
力
で
毎
年
、
難
題
に

応
え
て
い
ま
す
。

　
絵
馬
に
は
「
大
変
な
世
の
中
だ

か
ら
こ
そ
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
見
た
人
に

﹃
守
ら
れ
て
い
る
﹄
と
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
願
い
を
込
め
ま
し

た
。
町
民
同
士
の
つ
な
が
り
か
ら

現
れ
た
白
蛇
は
、
新
春
を
迎
え
た

洞
爺
湖
町
を
優
し
く
見
守
っ
て
い

ま
す
。


